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自然豊かな渥美

半島には、魅力が

いっぱいです！

 

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

田
原
の
水
辺
散
策

▲ハッチョウトンボ（黒河湿地）

▲ハマボウの花

ハマボウ群落（汐川河口）

▲
ササユリの花

▲

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
金
田
で

す
。私
は
地
域
自
然
環
境
保
全
委
員
と
し
て
、県
や
市

の
担
当
者
と
協
力
し
、河
川
の
水
質
調
査
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。地
域
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
、気
が
か
り
な

こ
と
も
多
い
で
す
が
、感
動
的
な
場
面
に
も
出
合
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。今
回
は
、私
が
オ
ス
ス
メ
す
る

楽
し
い
水
辺
の
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
湿
地
の
動
植
物

　
　
　
　
　
（
黒
河
湿
地
と
藤
七
原
湿
地
）

　

黒
河
湿
地
植
物
群
落（
大
久
保
町
）と
藤
七
原
湿

地
植
物
群
落（
田
原
町
）は
、
シ
デ
コ
ブ
シ
の
自
生

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
見
事
な

花
や
生
き
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、
黒
河
湿

地
の
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
、
日
本
一
小
さ
な
ト

ン
ボ
で
、赤
色
を
し
た
オ
ス
は
実
に
美
し
い
で
す
。

こ
の
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
、
今
年
に
な
っ
て
増

え
て
お
り
、
雑
草
の
除
去
作
業
な
ど
の
効
果
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
藤
七
原
で
は
、
湿
地

の
保
全
管
理
が
進
ん
だ
お
か
げ
で
シ
デ
コ
ブ
シ

が
見
事
に
咲
き
、
里
山
に
は
十
数
年
ぶ
り
に
サ
サ

ユ
リ
も
た
く
さ
ん
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

◉
ハ
マ
ボ
ウ
咲
く
河
口

　
　
　
　
　
　
（
新
堀
川
・
汐
川
河
口
）

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
初
め
に
か
け
て
、
ハ
マ
ボ

ウ
が
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
ハ
マ
ボ
ウ
は
、

亜
熱
帯
性
の
樹
木
で
、
田
原
市
の
も
の
が
北
限

に
な
る
と
い
わ
れ
、
新
堀
川
（
堀
切
町
）
の
ハ

マ
ボ
ウ
の
野
生
地
は
県
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
汐
川
河
口
に
も
群
落

が
あ
り
、
見
事
で
す
。
一
日

だ
け
で
し
ぼ
ん
で
し
ま
う

可か
れ
ん憐
な
花
、
ハ
マ
ボ
ウ
。
皆

さ
ん
も
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

広報サポーター
金田紘

ひ ろ や す

泰
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▲ビオトープ
　（藤七原）

▲ホタルの乱舞（免々田川）

▲ホタルの乱舞
　（清谷川）

◉
お
わ
り
に

　　

高
い
山
が
な
く
、降
水
量
も
多
く
な
い
田
原
市
。川
は

短
く
水
量
が
少
な
い
の
も
、汚
れ
や
す
い
原
因
の
一
つ

で
し
ょ
う
。平
成　

年
に
は
、汐
川
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
４

位
に
な
り
ま
し
た
が
、住
民
や
行
政
、企
業
が
一
緒
に
な

っ
て
浄
化
に
努
め
、汚
名
を
返
上
で
き
ま
し
た
。

　

川
は
地
域
を
映
す
鏡
で
す
。「
自
分
た
ち
の
川
」を
汚

さ
ず
、美
し
い
渥
美
半
島
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◉
川
に
生
き
る
動
植
物

　
　
　
　
　
（
汐
川
水
系
と
免め

め

だ

々
田
川
）

　

汐
川
の
支
流
で
あ
る
清せ

い
や谷
川
（
田
原
町
）
は

ホ
タ
ル
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
川
の
上
流
に
は
自
然
工
法
に
よ
る
ビ
オ
ト
ー

プ
が
作
ら
れ
、
今
年
の
最
盛
期
に
は
、
連
日
数

百
匹
も
の
ホ
タ
ル
の
飛
翔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

清
谷
川
の
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
せ

せ
ら
ぎ
の
会
」（
会
長　

金
田
脩
さ
ん
）
の
皆

さ
ん
の
活
動
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

　

免
々
田
川
中
流
（
山
田
町
）
で
は
、
今
年
に

な
っ
て
、
画
期
的
な
数
の
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
竹
炭
投
入
や
河
川
美
化
な
ど
の

地
域
住
民
の
協
力
を
は
じ
め
、
清
田
校
区
（
総

代　

木
村
春
雄
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
河
川

浄
化
作
戦
の
た
ま
も
の
で
し
ょ
う
。
ホ
タ
ル
乱

舞
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
各
地
か
ら
見
物
客
が
殺

到
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
川
の
周
辺
は
、
シ
イ

の
木
の
自
然
林
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
自
然
林

が
き
れ
い
な
水
の
源
で
す
。

　

今年の２月には、

汐川河口から数キロあ

たりまでボラの大群が

遡
そ

上
じょう

するほど、きれい

になりました。

免々田川には、魚

もたくさん泳いでいま

す。清流だからこそオ

イカワなども生息で

きるのです。

▲免々田川

▲ボラ（汐川）

▲オイカワ（免々田川）
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校区の概要

　伊良湖校区は渥美半島の先端に
位置し、三方を風光明媚な太平洋・
伊勢湾・三河湾に囲まれ、島崎藤村
の叙情詩「椰子の実」のモチーフと
なった恋路ヶ浜や、太平洋の荒波
で浸食され中央に穴の開いた日

ひ

出
い

の石門、鎌倉時代に東大寺大仏殿
再建の瓦を焼いた東大寺瓦

かわらかまあと

窯跡な
どの名所・旧跡を有し、歴史とロマ
ン、そして豊かな自然環境に恵ま
れた地域です。
　花き・トマト・メロンなどの施設
園芸が盛んで、温室やビニールハ
ウスが建ち並んでいるほか、海の
玄関口である「道の駅」伊良湖クリ
スタルポルトもあり、県内外から
海水浴やトライアスロン大会、菜
の花まつりなどで多くの観光客が
伊良湖岬を訪れています。

白砂青松・恋路ヶ浜

　岬の先端に位置する白亜の灯
台・伊良湖岬灯台から太平洋に面

する日出の石門までの約１㎞の砂
浜・恋路ヶ浜は、「白砂青松」「音風
景」「渚」など「日本の１００選」に
選ばれています。
　しかし、近年、伊良湖岬周辺では
松枯れや自然災害により自然景観
が悪化し、その影響は農業や観光
にも及んでいます。そこで、平成19
年度から、白い砂浜や青々とした
松原の美しい海岸を守り、緑豊か
な地域を取り戻すため、市から松
の苗木の提供を受けて、校区一丸
となり、小学生からお年寄りまで
が植樹を行っています。

漁夫歌人・糟
か す

谷
や

磯
い そ

丸
ま る

　江戸時代末期に伊良湖村で生ま
れた糟谷磯丸は、初めは一漁夫で
読み書きができませんでしたが、
母の病気全快を願い、伊良湖神社
に日参するうちに参詣人の詠む古
歌に心を引かれ、歌を詠むように
なりました。生涯に数万首を詠み、
その素朴な歌は多くの人に愛され

ました。平成17年には「道の駅」伊
良湖クリスタルポルトから伊良湖
岬灯台へと続く遊歩道の縁石に、
選歌された61首が刻まれました。
また、伊良湖小学校では、児童が学
芸会で糟谷磯丸を演じ、拍手喝采
を浴びています。

由緒ある祭「おんぞ祭」

　伊勢神宮と深い関わりをもつ
「おんぞ祭」は、三河で生産された
蚕
かいこ

の糸を織って伊勢神宮に御衣
（おんぞ）料として献じたことが始
まりといわれ、毎年４月の第３日
曜日の祭礼日には、参道に露店や
植木市がずらりと並び、参拝者や
観光客でにぎわっています。

●

校
区
自
己
紹
介
⑭基 礎 デ ー タ

【人口】 939人（H21.7.31現在）

【世帯】 277世帯（H21.7.31現在）

【面積】 約560ha
【公共施設】 伊良湖小学校・伊良湖港・「道の駅」伊良

湖クリスタルポルト・伊勢湾海上交通センター
【名所・旧跡】 伊良湖岬灯台・恋路ヶ浜・伊良湖海水浴

場・日出の石門・恋人の聖地・万葉の歌碑・椰子の実
記念碑・芭蕉翁之碑・糟谷磯丸園地・東大寺瓦窯跡・
宮山原始林

【主な産業】 農業・観光業・水産業

●花やトマト・メロンを栽培する温室団地

●「大きくなあれ」と願いを込めて松を植樹

●歌を楽しみながら散策できる遊歩道

●参拝者らでにぎわう参道

●恋路ヶ浜

平成 21年９月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │
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福祉教育の取り組み

▲

夢中になって手話をする児童

▲

講師の話を聴く生徒

▲
コマのまわし方を教えてもらう児童

　　全校参加の福祉実践教室（六連小学校）

　六連小学校では、「ともに生きる明るい社会」をみん
なの手で作り出すことを目的に、毎年「福祉実践教室」
を行っています。１・２年生は、「崖の上のポニョ」を歌
いながら手話をし、福寿園でお年寄りに披露しました。
３・４年生は、アイマスクをつけて盲導犬体験をし、盲
導犬が目の見えない人にとってどんな役割をしている
のかについて学びました。５・６年生は、点字体験をし
ました。目の見えない人たちの読書の幅が広がるよう
にと点字の仕事をされている方のお話を聞いて、自分
たちにできることは何かを考えた子もいました。

◦感想　手話は初めてだったけれど、覚えること
ができてうれしかったです。覚えた手話をお父さ
んやお母さんにも教えてあげたいです。(１年生)

◦感想　「昔の遊びであんなにはしゃいでくれて、
うれしかったです」「これからも『ひだまり組』を続
けてほしいです」(老人会の方）

◦感想　目の不自由な方は、臭いや歩く音で人が
部屋に入ってくるのが、分かるそうです。鼻や耳が
敏感になっていると知り驚きました。(1年生 H20)

　　社会貢献の気持ちを育む学習（野田中学校）

　野田中学校では、障害のある方たちに寄り添えるよう
になってほしいと願い、昨年度から福祉体験を取り入れ
た学習を行っています。特に大切にしていることは、体
験を通して学ぶということです。昨年度は、田原福祉専
門学校と田原市社会福祉協議会に協力をお願いし、手話
体験と点字体験を行いました。
　生徒たちは、障害のある方の日常生活での苦労を感
じ、その方々の気持ちを考えることができました。中に
は、自分も何かしたいという思いを持った生徒もいまし
た。　

お年寄りとの交流『ひだまり組』（堀切小学校）

　堀切小学校では、お年寄りとの交流を目的に、平成15
年度から『ひだまり組』の活動を続けています。６月に
は１年生が老人会の方からコマ回しの手ほどきを受
け、７月には２年生が老人会の方と一緒に水鉄砲を作
って遊びました。どの活動も、子どもたちが楽しめたこ
とはもちろん、参加したお年寄りの皆さんにも好評で
した。２学期には、３～６年生が「竹鉄砲作り」「餅つき」
などを行う予定です。
　子どもたちは、老人会の方々とふれ合うことができ
る『ひだまり組』の時間を楽しみにしているようです。

　子どもたちは学校生活の中で、お年寄りや体の不自由な方の
疑似体験をしたり、話を聞いたりしています。今回は、思いやり
の心を育てる福祉教育の取り組みについてご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

神
戸
小
学
校
に
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
を
飼

育
す
る
カ
ブ
ト
ム
シ
の
家
が
完
成
し
ま
し
た
。こ

の
建
物
は
、市
教
育
委
員
会
の「
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」を
活
用
し
、建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。児
童
た
ち
は
、小
屋
の
中
で
歓
声
を

あ
げ
て
大
好
き
な
虫
た
ち
と
戯
れ
て
い
ま
し
た
。

で
き
た
よ
！

僕
ら
の
飼
育
小
屋
！

８
月
３
日［
月
］

▲建物内に自生する桑の木の前で、虫を手に笑顔がこぼれる児童たち

　

市
政
ぴ
ー
あ
ー
る
講
座「
再
発
見
！
た
は
ら
の

﹃
道
の
駅
﹄」が
開
催
さ
れ
、親
子
連
れ
な
ど
、14
名
の

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。市
内
３
つ
の「
道
の
駅
」

で
、駅
長
か
ら
各
施
設
の
概
要
や
売
れ
筋
商
品
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
参
加
者
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性

な
ど
を「
再
発
見
」し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

▲参加した子どもたちは、駅長に大人顔負けの質問をしていました

巡
っ
て
わ
か
る

た
は
ら
の
魅
力
！

８
月
2１
日［
金
］

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
続
く
と
い
わ
れ
る
伝
統
の

龍
宮
ま
つ
り
が
、白
谷
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。浦
島
太
郎
に
ふ
ん
し
た
子
ど
も
が
亀
に
ま
た

が
り
沖
へ
向
か
い
、海
の
安
全
と
大
漁
を
祈
願
。そ

の
後
の
地
元
児
童
た
ち
に
よ
る
寸
劇
で
は
、見
物

客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲漁船団と共に沖へ出て、浦島太郎伝説がみごとに再現されました

海
の
安
全
と

大
漁
を
願
い
⋮

８
月
15
日［
土
］

▲建物内に自生する桑の木の前で、虫を手に笑顔がこぼれる児童たち

▲漁船団と共に沖へ出て、浦島太郎伝説がみごとに再現されました

▲参加した子どもたちは、駅長に大人顔負けの質問をしていました

平成 21年９月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │
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の
う
え
、
田
原
福
祉
専
門
学
校
に
あ
る
所

定
の
出
願
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

出
願
期
間
内
に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）　

▼
そ
の
他
＝
今
回
の
試

験
で
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
11
月
以

降
も
入
学
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

　

22
局
７
３
４
０

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
方　

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
20
名

（
先
着
順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
、

希
望
コ
ー
ス
、
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を

明
記
）
／
休
館
日
は
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
の
コ

ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
一
人
２
コ
ー
ス
ま

で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

❖
ま
ち
の
バ
リ
ア
・
心
の
バ
リ
ア
っ
て

▼
日
時
＝
10
月
31
日
（
土
）
午
前
11
時
～

午
後
５
時　

▼
内
容
＝
車
椅
子
や
高
齢
者

疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
街
を
調
査

し
、
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
の
考
え
方

を
学
ぶ　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
昼
食
は
各

自
負
担
）　

❖
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

▼
日
時
＝
11
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
～

５
時　

▼
内
容
＝
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く

り
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う　

▼
受
講
料
＝
無
料　

︻
共
通
事
項
︼

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も　

▼
場
所=

豊

橋
市
民
セ
ン
タ
ー
（
カ
リ
オ
ン
ビ
ル
）
６

階
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
定
員
＝
各
50
名

︵
先
着
順
︶　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

22
局
３
８
１
１

　

kentiku@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
で
は
、
平
成
22
年

度
の
推
薦
お
よ
び
一
般
・
社
会
人
入
学
試

験
を
行
い
ま
す
。

▼
試
験
種
別
＝
推
薦
入
学
試
験
、
一
般
・

社
会
人
入
学
試
験　

▼
試
験
日
＝
推
薦
・

社
会
人
は
10
月
24
日
（
土
）、
一
般
は
11

月
７
日
（
土
）　

▼
出
願
期
間
＝
推
薦
・

社
会
人
は
10
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）、

一
般
は
10
月
13
日
（
火
）
～
29
日
（
木
）

▼
試
験
内
容
＝
推
薦
は
面
接
、
一
般
・
社

会
人
は
作
文
と
面
接　

▼
申
し
込
み
＝
入

学
検
定
料
１
万
５
０
０
０
円
を
振
り
込
み

　

東
三
河
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　  

講
座
受
講
者

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
者

田
原
福
祉
専
門
学
校 

学
生

コース 内容 コース
記号 開催日 時間

はじめての方の
パソコン入門

《全４回》

基本操作、簡単な文書
作成 S4 10/21(水)・23(金)・

28(水)・30(金)
9:30
～11:30

文書作成初級
（ワード2003）
《全４回》

ワードの基本操作、案内
文の作成など W4 11/4(水)・6(金)・

11(水)・13(金)
9:30
～11:30

表計算初級
（エクセル2003）
《全４回》

エクセルの基本操作、簡
単なグラフ作成など E2 10/21(水)・23(金)・

28(水)・30(金)
13:30
～1５:30

デジカメ写真の活用
《全２回》

パソコンへの写真の取り
込み、保存、ワードへの
挿入など簡単な編集

G1 11/6(金)・11(水) 13:30
～16:30

※パソコンのＯＳは Windows Vista、使用ソフトは、Internet Explorer 7.0、Microsoft ワード 2003・エクセル 2003

■パソコン教室

　
研修室のパソコ

ンが新しくなりま
す！基本操作について
学びたい方におすす

めの内容です。
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田
原
市
の
自
然
や

文
化
、
産
業
に
つ
い

て
楽
し
く
学
ん
で
も

ら
お
う
と
「
田
原
市

検
定
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
郷

土
・
渥
美
半
島
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も　

▼
日
時
＝
11
月

21
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～　

▼
場
所

＝
田
原
文
化
会
館
・
渥
美
文
化
会
館
（
同

時
開
催
）　

▼
検
定
内
容
＝
田
原
市
に
関

す
る
問
題
（
初
級
問
題
１
０
０
問
）
に

解
答
／
80
問
以
上
の
正
解
で
合
格
（
合

格
者
に
は
認
定
証
を
発
行
）　

▼
検
定
料

＝
一
般
・
高
校
生
１
０
０
０
円
、
中
学

生
以
下
５
０
０
円　

▼
定
員
＝
２
０
０

名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
８

日
（
日
）
ま
で
に
田
原
文
化
会
館
・
渥

美
文
化
会
館
窓
口
へ
直
接　

▼
そ
の
他

＝
受
験
対
策
と
し
て
、
10
月
25
日
（
日
）

に
田
原
文
化
会
館
で
事
前
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。（
詳
細
は
申
し
込
み
時
に

案
内
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
対
象
＝
妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た
は
介

護
等
で
退
職
し
再
就
職
を
希
望
す
る
方　

▼
開
催
日
時
＝
10
月
９
日
（
金
）　

午
前

10
時
～　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

（
カ
リ
オ
ン
ビ
ル
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
は
電
話
に
て

▼
㈶
21
世
紀
職
業
財
団　

愛
知
事
務
所　

☎（
０
５
２
）５
８
６
局
７
２
２
２

　

公
的
年
金
か
ら
市
民
税
・
県
民
税
の
特

別
徴
収
（
引
き
落
と
し
）
が
平
成
21
年
10

月
支
給
の
年
金
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
年
金

特
徴
対
象
の
方
に
は
、
６
月
に
市
か
ら
送

付
し
た
納
税
通
知
書
に
、
特
別
徴
収
予

定
の
金
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
８
月
３
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
、
金

２
万
円
。

郷
土
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う

「
田
原
市
検
定
」

働
き
た
い
マ
マ
を
応
援
し
ま
す
！

「
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」

公
的
年
金
か
ら
市
民
税
・
県
民
税

の
引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す

※比例代表の開票結果は、田原市ホームページからご覧になれます。
　　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

❖浜松モザイカルチャー世界博 2009
モザイカルチャーとは、絵画や彫刻などの芸術
と、造園や園芸などの技術が融合した「花と緑の
像景」アートです。浜松市で開催される世界博に、
田原市は伊良湖岬に
ある「恋人の聖地」を
模した作品を出展し
ます。国内外から 91
点の作品が出展され
ますので、ぜひお出
かけください。

平成 21年８月30日執行
第45回衆議院議員総選挙　開票結果
８月30日（日）に行われた衆議院議員総選挙の小選挙区の開票結果は
以下のとおりです。 ▼田原市選挙管理委員会☎２３局３５０６

▲

期間＝９月19日（土）～11月23日（月・祝）▲

場所＝はままつフラワーパーク ( 浜松市西区舘山寺町 )▲

入場料＝大人（満 18 歳以上 60 歳未満）１８００円 
　　　　　中人（満 15 歳以上 18 歳未満）　９００円
　　　　　小人（満６歳以上 15 歳未満）　　   ６００円 
　　　　　プラチナ（満 60 歳以上） 　   １３００円ほか▲

チケット＝前売入場券発売中
市内では、道の駅田原めっくんはうす・ローソン・ファ
ミリーマート・セブンイレブン・サークルＫサンクスで
販売中です。※詳しくはお問い合わせください。

▲

問い合わせ＝街づくり推進課
☎２３局３５２３　 ２２局３８１１

候補者氏名（敬称略） 政党等名 得票数 愛知15区計 当選
森本かずよし 民主党 ２０,３３１ 127,059 ◎

山本明彦 自民党 17,816 94,803
斎藤ひろむ 共産党 1,369 14,595

高橋のぶひろ 本人届出（幸福実現党） 513 3,781

▲田原市の出展作品（イメージパース）
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◉
美
し
い
渥
美
半
島
に
①

　　

５
月
下
旬
か
ら
渥
美
半
島
全
域
で
、
ひ

ま
わ
り
の
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ひ
ま
わ
り
は
、
冬
に
菜
の
花
が
咲

い
て
い
た
畑
を
維
持
管
理
す
る
た
め
に
作

付
け
さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
内
の
遊
休
農

地
に
、
土
地
所
有
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
り
、
観
賞
用
草
花
と
し
て
ひ

ま
わ
り
の
種
を
ま
き
、管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、種
ま
き
の
体
験
を
通
じ
て
、環
境

と
食
と
農
業
の
関
わ
り
に
つ
い
て
興
味
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、多
く
の
幼
稚
園
児

や
保
育
園
児
、小
学
生
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、梅

雨
が
明
け
た
８

月
上
旬
か
ら
、

み
ご
と
な
ひ

ま
わ
り
が
咲

き
、沿
道
を
行

き
交
う
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り

は
、つ
ぼ
み
の

う
ち
は
太
陽
を
追
い
か
け
向
き
を
変
え
ま

す
が
、咲
き
始
め
る
と
太
陽
の
昇
る
東
側
に

向
か
い
、大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。市
内

に
、東
か
ら
の
眺
め
が
き
れ
い
な
ひ
ま
わ
り

畑
が
、も
っ
と
多
く
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

◦
市
内
の
ひ
ま
わ
り
畑
の
面
積
は
約
12

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
４
２
２
人
・
事
業
所
18
か
所（
８
月
末
現
在
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０ ha

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

41

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

皆
さ
ん
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
を
出
す
時
に
、

分
類
な
ど
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
で
出
せ
る
も
の

や
、
そ
の
出
し
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類

で
出
せ
る
も
の

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

ご
み
も
分
別
す
れ
ば
資
源
に
な
り

ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

緩
衝
材

　

物
を
入
れ
て
包
む
た
め
に
あ
る
も
の
や
、

中
身
を
食
べ
た
り
、使
っ
た
り
し
た
後
に
不

要
に
な
る
容
器
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類

の
出
し
方

洗
剤
・
シ
ャ
ン
プ
ー
・

リ
ン
ス
な
ど
の
容
器

色
付・柄
付
ト
レ
イ
、

カ
ッ
プ
麺
の
カ
ッ
プ
、

卵
パ
ッ
ク

　

中
身
は
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。容
器

類
は
、洗
っ
て
、乾
か
し
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
、お
菓
子
の
袋
や
汚

れ
た
容
器
な
ど

は
、も
や
せ
る
ご

み
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
も
の
が
商
品
と
し
て
売
ら
れ
て
い

る
も
の
や
、保
管・運
搬
す
る
た
め
に
必
要

な
ケ
ー
ス
、商
品
の
一
部
で
あ
る
も
の
な
ど

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
で
出
せ
ま
せ
ん
。

例
…
バ
ケ
ツ
、C
D・Ｍ
Ｄ
の
ケ
ー
ス
な
ど

ソ
ー
ス
・
食
用
油
・
た

れ・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
の
ボ
ト
ル
な
ど

▲ひまわりの種まきをする北部保育園の園児たち

▲笑顔も満開の赤羽根保育園の園児たち
（8月3日）

（6月2日）
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52

防
災
ま
め
知
識

い
ざ
と
い
う
と
き
の
応
急
手
当
１　

止
血

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
今
回
か
ら
、
災
害
時
だ
け

で
な
く
、
普
段
の
生
活
で
ケ
ガ
な
ど
を

し
た
と
き
に
も
役
立
つ
応
急
手
当
に
つ

い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
は
、「
止
血
」
で
す
。

大
出
血
の
場
合
は
、
迅
速
か
つ
適

切
に
止
血
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
般
に
体
内
の
血
液
の
20
％
が

急
速
に
失
わ
れ
る
と
、
出
血
性
シ
ョ
ッ

ク
と
い
う
重
い
状
態
に
な
り
、
30
％
超

が
失
わ
れ
る
と
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ

し
ま
す
。

■
直
接
圧
迫
止
血
法

　

大
出
血
の
止
血
方
法
と
し
て
は
、
出

血
部
位
を
直
接
圧
迫
す
る
も
の
が
基
本

で
す
。

1
清
潔
な
ガ
ー
ゼ

や
ハ
ン
カ
チ
、

布
な
ど
を
重
ね

て
傷
口
に
当
て

ま
す
。

2
傷
口
に
当
て
た

ガ
ー
ゼ
な
ど
を

手
で
圧
迫
し
ま

す
。

※
出
血
が
止
ま
ら
な

い
場
合
、
圧
迫
す

る
位
置
が
傷
口
か

ら
外
れ
て
い
る
か
、

力
が
弱
い
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
ポ
イ
ン
ト

①
手
や
足
で
あ
れ
ば
、

傷
口
を
心
臓
よ
り

高
い
位
置
に
持
っ

て
く
る
と
止
血
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

②
手
当
て
を
す
る
人

は
、
感
染
防
止
の

た
め
、
で
き
る
限

り
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

ゴ
ム
手
袋
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉宮田村の見どころ
宮田村は中央アルプスのふもとに位置する豊かな自
然に恵まれた村です。中でも、山岳・渓谷・森林・高山

植物などの自然美を楽し
むことのできる千畳敷カ
ールは、ロープウェイを使
って誰でも気軽に訪れる
ことのできるお勧めのエ
リアです。

友好都市提携10周年　長野県宮
み や だ

田村
平成11年11月９日に友好都市提携を結んだ長野県宮田村。リンゴの木オーナー制度やイベントへの相互物
産展の出展などを通じて交流が続き、今年度で提携10周年を迎えています。
今回は、自然あふれる宮田村をご紹介します。

◉「田原市民まつり」でお待ちしています
10月25日（日）に開催さ
れる「第７回田原市民
まつり」では、恒例の宮
田村物産展を出展しま
す。甘い蜜の入ったお
いしいリンゴやジャム、ジ

ュースなどを販売します。また、ステージでは「信
しんしゅううめ

州梅
が里

さ と み や だ た い こ

宮田太鼓」による演奏が行われます。
友好都市・宮田村を身近に感じる機会ですので、ぜひ
お立ち寄りください。

※観光情報は、宮田村観光協会ホームページをご覧ください。
　 http://www.vill.miyada.nagano.jp/kanko.php

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼政策推進課☎２３局３５０７

▼

信州梅が里宮田太鼓の演奏

▼

千畳敷カール
ロープウェイに乗れば、約７分
30秒で到着します
約50分で千畳敷を一周する
散策コースもあります
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田
原
市
は
、
平
成
18
年
度
の
農
業
産
出

額
で
全
国
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
電
照

菊
を
は
じ
め
と
す
る
花か

卉き

、
キ
ャ
ベ
ツ
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野
菜
、
メ
ロ
ン
な

ど
自
慢
で
き
る
作
物
ば
か
り
で
す
。
中
で

も
、
渥
美
半
島
の
農
業
を
印
象
付
け
る
の

は
温
室
に
よ
る
電
照
菊
の
栽
培
で
し
ょ
う
。

　

渥
美
半
島
で
温
室
に
よ
る
施
設
園
芸
を

最
初
に
始
め
た
の
は
、
岡
田
儀
八
（
小
塩

津
町
）
で
、
昭
和
７
年
の
こ
と
で
し
た
。

メ
ロ
ン
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
栽
培
し
、
高

収
益
を
上
げ
、
温
室
は
伊
良
湖
岬
村
全
域

に
広
ま
り
ま
し
た
。
戦
時
中
は
、
統
制
に

よ
り
温
室
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
戦
後
、
電
照
菊
の
開
発
に
よ
っ

て
復
活
し
ま
す
。

　

昭
和
23
年
、
小
久
保
英
男
（
堀
切
町
）

が
家
庭
用
の
電
線
か
ら
配
線
し
、
温
室
の

電
照
を
始
め
ま
し
た
。
電
照
菊
の
原
理
は

菊
の
花
芽
が
で
き
る
前
に
電
照
し
、
人
工

的
に
日
照
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
開
花
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
電
照
は
、
温
暖
な
気
候
で
暖
房
が
い

ら
な
い
温
室
か
ら
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ

技
術
開
発
で
す
。
導
入
時
は
電
気
の
確
保

や
電
照
時
間
の
決
定
な
ど
、
苦
労
を
し
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、

花
の
な
い

時
期
に
花

を
出
荷
で

き
る
よ
う

に
な
り
、

日
本
一
の

電
照
菊
の

産
地
と
な

っ
た
の
で

す
。
雨
水

を
桝
に
溜

め
導
水
す

る
な
ど
の

効
率
が
良
く
な
か
っ
た
水
撒ま

き
は
、
昭
和

43
年
に
豊
川
用
水
が
通
水
さ
れ
た
こ
と
で
、

問
題
が
解
消
さ
れ
、
経
営
は
拡
大
し
て
い

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
施
設
や
技
術
改

良
を
進
め
、
田
原
市
は
花か

卉き

の
産
出
額
日

本
一
の
地
へ
と
躍
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
発
展
を
支
え
た
原
点
が
木
造

温
室
で
す
。
木
造
温
室
の
造
り
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
基
礎
、
木
製
の
主
体
構
造
に

屋
根
、
そ
し
て
壁
に
ガ
ラ
ス
を
パ
テ
で
は

め
込
ん
だ
も
の
で
す
。
木
材
は
白
く
塗
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
の
建
物
と
は
ま
っ
た
く
違

う
直
線
的
で
洗
練
さ
れ
た
美
し
い
外
観
で

す
。
木
造
温
室
は
、
ガ
ラ
ス
、
木
が
破
損

し
て
も
修
理
し
や
す
く
、
ま
た
改
造
も
簡

渥
美
半
島
の
農
業
発
展
を
支
え
た

木
造
温
室

単
で
建
設
費
用
も
安
価
と
い
う
利
点
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昭
和
34
年
の
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
木
造
温
室
も
被
害
に
遭
っ

た
も
の
の
、
修
理
し
て
再
使
用
で
き
た
農

家
が
大
半
で
し
た
。

　

産
業
と
し
て
の
特
色
だ
け
で
な
く
、
９

～
10
月
に
不
夜
城
の
よ
う
に
輝
く
こ
の
景

観
は
「
ガ
ラ
ス
の
半
島
」
と
形
容
さ
れ
ま

し
た
。
渥
美
半
島
の
電
照
菊
の
夜
景
は
、

常
春
の
半
島
の
イ
メ
ー
ジ
と
独
特
の
景
観

か
ら
、
人
々
の
憧
れ
の
風
景
と
し
て
観
光

資
源
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
現
役
で
大
事
に
使
用
さ
れ

て
い
る
木
造
温
室
も
あ
り
ま
す
。
渥
美
半

島
農
業
の
立
役
者
で
あ
る
木
造
温
室
を
見

て
、
先
人
た
ち
の
情
熱
を
感
じ
取
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

▲木造温室（昭和40年ごろ）

▲温室内での作業風景（昭和32年ごろ）

【
表
紙
の
写
真
】江
比
間
海
岸
の
ハ
マ
カ
ン
ゾ
ウ

▼
浜
風
に
そ
よ
ぐ
ハ
マ
カ
ン

ゾ
ウ
。
市
内
で
は
江
比
間
海

岸
の
ほ
か
、
伊
良
湖
岬
灯
台

周
辺
な
ど
で
も
群
生
地
が
見
ら
れ
ま

す
。
岩
場
な
ど
の
過
酷
な
環
境
で
、
鮮

や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
咲
か
せ
る

ハ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
は
、
私
の
お
気
に
入
り

の
花
で
す
。
伊
良
湖
岬
で
は
10
月
初

旬
ま
で
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
Ｏ
）
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